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誘導結合プラズマ質量分析（ICP-MS/MS）は、燃料デブリを効率的かつ高精度に分析する手法として期待さ

れている。本研究では、模擬燃料デブリとして(Fe, Ce)Ox及びウラン酸化物試料用いてマイクロチャンネル流

水試験を行うことで、燃料デブリの保管から処分に至る過程での安定性（浸出特性）を調査することを目的

としている。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の廃炉において、燃料デブリを取り出し処理、処分することが課題である。上記の

作業を迅速にかつ安全に行うには、燃料デブリの性状を正確に把握することが重要である。そこで、本研究

では模擬燃料デブリである(Fe, Ce)Ox及びウラン酸化物試料について、液性一定条件での測定が可能なマイク

ロチャンネル流水試験を行うことで、環境条件に存在する溶液に対する燃料デブリの保管から処分に至る化

学的耐久性を調査することを目的としている。 

2. 実験方法 

試料は NFD にて作製された(Fe, Ce)Ox試料及びウラン酸化物試料（XRD 分析によりU4O9と同定）、反応溶

液は 1 M NaCl 溶液及び超純水、(Fe, Ce)Ox試料に対しては上記に加え pH4,9 の溶液も用いた。マイクロチャ

ネル流水試験法において試料と反応溶液を接触させ、それぞれの試験で約 3 時間毎に接触液をサンプリング

し、試料から溶出した Ce と U の元素濃度を ICP-MS によって測定することで、試料の安定性を評価した。 

3. 結果 

1M NaCl 溶液における試験結果を右図に示す。図より(Fe, 

Ce)Ox試料及びウラン酸化物試料の溶解速度は時間と共に低下

した。その後、溶解速度は一定となり (Fe, Ce)Ox 試料では

5.5 × 10−12[g mm2⁄ /h] 、 ウ ラ ン 酸 化 物 試 料 で は 4.0 ×

10−11[g mm2⁄ /h]程度となった。浸出速度の変化の理由は、①

初期の粗い面の溶解が進むにつれ表面積が小さくなること、②

溶けやすい相から溶けていく、などが考えられる。浸出試験前

後の表面観察では、小径粒および縁部分からの溶解は確認でき

たが、特別な相の溶解は確認できなかった。 
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図 1 浸出試験結果（1M NaCl 溶液） 
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